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震
災
発
生
か
ら
時
間

が
た
つ
ご
と
に
被
災
の
規

模
が
明
ら
か
に
な
り
、
行

方
不
明
者
も
含
め
、
人

的
被
害
は
未
だ
に
全
容

が
は
つ
き
り
せ
ず
、
不
安

が
つ
の
る
ば
か
り
で
す
。

さ
ら
に
、
東
京
電
力

福
島
原
発
の
危
機
回
避

と
い
つ
過
酷
な
避
難
生

活
、
ま
た
、
作
業
員
の
被

曝
に
よ
る
深
力
な
事
態

が
世
界
中
を
震
か
ん
さ

せ
、
だ
れ
も
が
か
た
ず
を

の
ん
で
見

守

っ
て
い
ま

す
。

各
支
部
で
も

取
り
組
み
進
む

日
本
共
産

党
夕
張
市
委

員

会

は
、
震

災
発
生
直
後

の
３
月

１５

日

か
ら
街

頭
で

募
金
活
動
に

と

り

く

み

、

■
″

農

協

前

で
は
買
い
物
に

お
と
ず
れ
た
市

民
か
ら

短
時

間
や
つ
ち
に
沢

山

の
募

金
が
寄

せ
ら
れ
ま

し
た
。

集

ま
っ
た
募

金

は
先

日
の
事
務

所
開
き
の
時

と

同
様

に
、
ち
く
じ
党

本
部
を
通
じ
て
被
災
地

の
自
治
体
に
届
け
て
い
ま

す
。日

本
共
産
党
対
策
本

部
に
は
、
ン
」
れ
ま
で
に
２

億
５
千

万
円
の
募

金
が

寄
せ
ら
れ
、
ン
」
の
中
か
ら

第

一
次
分
を
被
災
さ
れ

た
各
県
に
届
け
ま
し
た
。

募
金

の
取
り
組
み
は

夕
張
市
委
員
会
の
各
支

部
で
も
話
し
合

わ
れ
、

後
援
会
員
や
支
持
者
を

は
じ
め
地
域

の
方
に
も

声
を
か
け
て
、
支
援
の
輸

を
広
げ
て
い
ま
す
。

被
災
地
に
勇
気
と

希
望
を
も
た
ら
す

予
算
編
成
を

被
災
者

へ
の
救
援

活

動
と
並
行
し
て
、
被
災

地
域
の
再
建
の
支
援
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。避

難
生
活
を
終
わ
ら

せ
普
通
の
生
活
に
も
ど

る
日
途
が
、
被
災
者
に

勇
気
と
希
望
を
も
た
ら

す
大
事
な
手
が
か
り
に

な
り
ま
す
。

３
月

２４

日
、
共
産
党

中
央
委
員
会
の
志
位
委

員
長
は
、
党
内

通

信
を
通
し
て
そ
の

見

通
し
を
示
し
、

来
年
度
の
予
算
を

抜
本
的
に
組
み
替

え
る
大
規
模
補
正

を
行
う
こ
と
を
提

起
し
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
「
法
人

税
減
税
や
証
券
優

遇
税
制
の
延
長
な

ど
２
兆

円
に
お
よ

ぶ
大
企
業

・
大
資
産
家

減

税
の
中

止
、
ま
た
歳

出
全
般
の
見
直
し
と
し

て
、
高
速
道
路
無
料
化

と
子
ど
も
手
当
上
乗
せ

の
中
止
、
米
軍
へ
の
『
思
い

や
り
予
算
』
や
グ
ア
ム
の

米
軍
基
地
建
設
費
の
中

止
、
不
要
の
大
型
公
共

曲

¨

大

一

島

¨

事
業
の
中

止
、
原
発
の

建
設

・
推
進
費
の
中
止

そ
し
て
政
党
助
成
金
の

撤
廃
な
ど
で
年
間
５
兆

円
程
度
の
財
源
を
確
保

で
き
る
」
と
、
復
興
に
あ

て
る
資
金
面
の
て
だ
て
を

の
べ
て
い
ま
す
。

誤
リ

日
本
共
産
党
は
震
災

発
生
後
、
一
斉

地
方

選

挙
の
実
施

延
期
を
政
府

Ｌ
各

政
党
に
申
し
入
れ

ま
し
た
。

そ
の
後

の
協

議
を
経

て
民
主
、
自
民
、
公
明
の

各

党
が
反
対
し
た
た
め

一
部
被
災
し
た
地
域
を

除

い
て
予
定
ど
お
り
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

そ
の
中
で
候
補

カ
ー

な
ど
街

頭
宣

伝

を

「
自

主

規
制

Ｌ

自

粛

」
す
る

動
き
が
で
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
選
挙
活
動
は
、

選
ぶ
側
も
選
ば
れ
る
側

も
民
主
主
義
の
根
幹
で

あ
る
「権
利
と
義
務
の
行

使
の
機
会
」
と
し
て
大
切

な
も
の
で
、
ア
」
の
動
き
は

誤
り
と
い
え
ま
す
。

候
補

者

の
政
策

を

丁

寧

に
伝

え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
候
補

名
だ

け
を
連

呼
す
る
よ
う
な

「パ
フ
オ
ー
マ
ン
ス
」
で
は
な

い
、
節

度

あ
る
選

挙

活

動
が
今

こ
そ
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

辣
＝
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夕
警

歴

婆

三
賞
授
与
式
行
う

３
月

２５
日
、
夕
張
市

文
化
協
会
は
、
平
成

２３

年
度
三
賞
授
与
式
を
ホ

テ
ル
マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
で

行
い
ま
し
た

冒
頭
、
東

日
本
大
震

災
で
被
災
さ
れ
た
方

々

を
悼
み
黙
祷
が
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
。
文
化
協

会
賞
『
大
島

一
昭
氏
）

市
長
奨
励
賞
『
夕
張
市

民
吹
奏
楽
団
や
教
育
長

炭鉱の灯から21年～夕張歴史と文化を学ぶ会
坑内で働いたころ…』

奨

励
賞

軍
ョ
月
花

展
｝
文
化
協
会
奨

励
賞

『
書
道

絵

画

合
同
展
｝
文
化
協

会

特

別
賞

（
道

新

協
賛
ヽ
故
源
藤
隆

一
氏
』
の
三

団
体

二
個

人
が
受
賞
し

ま
し
た
。

夕
張
の
歴
史

採

炭
に
従
事
し
て
き
た

松
本
清
さ
ん
は
、
パ
ン
フ

や
写
真
資
料
を
プ
ロ
ジ
エ

ク
タ
ー
で
映
し
だ
し
て
、

坑
内
の
構
造
や
採
炭

現

場
で
使

わ
れ
る
機
材
な

ど
を
分

か
り
や
す
く
説

明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
・
入
山
当
時
の

こ
ろ
、
・
機
械
化
が
始
ま

つ
た
こ
ろ
、
・
出
炭

記
録

に
沸
い
た
こ
ろ
、
・
炭

鉱

事
故
と
の
遭
遇
等
に
つ
い

て
語
り
合
い
、
会
場
か
ら

の
質
問
で
職

員
や
下
請

け
、
賃

金
や

待

遇
の
格

差
な
ど
も
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

当

日
は
、
平
成
２
年
３

月

２７
日
に
夕
張
か
ら
最

後
の
炭
鉱
が
な
く
な
っ
た

日
か
ら
ち
よ
つ
ど

２‐
年
、

感

慨

深
い

一
日
と
な
り

ま
し
た
。

語
り
部
の
一
人
、
北
炭

で
親
子
３
代
働
い
て
き
た

安

部

秀

一
さ

ん
は
、

Ａ４
２
枚
に
ま
と
め
た
資

料
を
配
布
し
て
語
り
、

三
菱
南
大
夕
張
炭
鉱
で

が

と

文

化

を

学

ぶ

一私

”

会

で

は

、
３

月

．Ж一】』〓語館ァ噂部ぉィ

盟
面

が
参
加
し
ま
し

Ｆ
目

た
。

受賞された方々

爵 がい桂事ら

日
糞

塁

蓼

妻

■

く
ま
が
い
桂
子

情
報
公
開
・
福
祉
・
防
災
の

ま
ち
づ
く
り
を

３
月
１‐
日
、
国
内
史
上
最
大
級
と
い
わ

れ
る
東
日
本
大
震
災
と
、
福
島
第

一
原

発
の
悲
惨
な
事
故
…
。

放
射
性
物
質
の
汚
染
は
、
土
壌
汚
染
、

野
菜

・
水
に
放
射

性
物
質
が
検
出
、
ン」
の

ま
ま
で
は
大
気
汚
染
、
水
源
地
汚
染
、
海

洋
汚
染
が
広
が
り
、
最
悪
の
予
想
を
す
れ

ば
、
人
命
は
も
ち
ろ
ん
、
農
業
、
漁
業
の
壊

滅
範
囲
は
、
東
北
、
関
東
、
北
海
道
に
も

広
が
り
、
経
済
的
、
社
会
的
打
撃
は
、
は
か

り
し
れ
ま
せ
ん
。

世
界
の
専
門
家
を
招
集
し
て
、
知
恵
を

集
め
、
原
発
の
処
理
を
す
る
―
日
本
の
科

学

者

だ
け
で
な
く
、
政

府
が
率

先

し
て

ヌ
綺
＞
な
ど
に
協
力
を
依
頼
す
べ
き
で
す
。

「
全
国
的
に
選
挙

の
日
程
を
繰
り
延
ベ

て
、
国
を
挙
げ
て
被
災
地
支
援

・
復

旧
に

努
め
る
べ
き
」
と
い
う
わ
が
党
の
意

見
に
、

自

一
公
・
民
の
各
党
が
反
対
し
た
た
め
実
施

さ
れ
る
、
被
災
地
以
外
の
一
斉
地
方
選
挙

―
実
施
が
決
ま
っ
た
か
ら
に
は
、
こ
の
機
会

を
利
用
し
て
、
住
民
の
生
命
の
安
全
を
守

り
、
暮
ら
し
の
安
心
を
し
つ
か
り
と
保
障
す

る
『
福
社
と
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
具
体

的
に
進
め
る
契
機
と
考
え
ま
し
事
つ
。

今

回
の
惨
状
を
み
て
、
私
た
ち
道

民
は

「泊
原
発
は
大
文
夫
な
の
か
？
」
と
誰
も
が

大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
民
主
党
政
権
は
泊
原
発
の
プ
ル

サ
ー
マ
ル
計
画
推
進
、
道
内
に
高
レ
ベ
ル
放

射

性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
２
工
地
を

公
募
し
て
い
ま
す
。

福
島
で
は
、
原
子
炉
は
制
御

不
能
、
原

発
の
「
安
全
神

話
」
は
完
全
に
崩
れ
た
い

ま
、
私
た
ち
は
道
民
と
し
て
、
ど
ん
な
判
断

を
す
る
知
事
や
道
議
を
選
ぶ
の
か
、
ま
た
、

わ
が
ま
ち
の
ト
ツ
プ
と
な
る
市
長
、
市
民
の

願
い
を
託
せ
る
議
員
は
…
ま
さ
に
、
重
大

な
選
挙
で
す
。

さ
ら
に
ま
た
、
原
発
事
故
の
報
道
を
国

内
の
報
道
と
海
外
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
を
比
ベ

る
と
大
き
な
ず
れ
が
あ
り
、
「情
報
公
開
が

国
内
で
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
つ
疑
間
の
声
も
上
が
つ
て
い
ま
す
。

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
故
の
教
訓
を
得

た
い
ま
、
危
険
な
原
発
へ
の
依
存
は
や
め

て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
拡
大
し
、
情
報
公

開
を
徹
底
さ
せ
ま
し
き

，
。

夕
張
で
は
２
年
後
に
シ
ュ
ー
パ
ロ
ダ
ム
が
完

成

予
定
で
す
が
、
他
に
も
小

日
水

力

発

電

・
風
力
、
地
熱
、
太
陽
光
、
本
質
バ
イ
オ

マ
ス
な
ど
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
を

２０
％
（現
在
４
％
）
に
高
め
る
等
の
政
策
に

転
換
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

財
政
再
生
団
体
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う

と
、
住
民
の
命
や
健
康
を
ま
も
る
の
が
地

方
自
治
体
の
役
目
～
も
し
も
の
場
合
に
備

えヽ
、
避
難
所
、
物
資
、
暖
房
、
食
料
な
ど
の

備
蓄
、
そ
し
て
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

「情
報
公
開
と
福
祉
と
防
災
の
ま
ち
づ
く

り
」
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。
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